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と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

今日は楽しい遠足で～す．”

空は雲一つない五月晴れ。今日はお母さんといっしょの楽しい親子遠足です。

背中のリュ ックはちょっと重たかったけど、一生懸命歩いてやっと目的地へ。

公園の満開に咲いたつつじのそばでみんなと食べるお弁当の味は最高．”

（写真は中野幼稚園親子遠足： ％鹿野川園地で）
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固碑 匈 田(2)

鼻

国
民
医
療
費
は
、
こ
こ
十
年
間
、

毎
年
一
兆
円
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

前
年
と
比
べ
た
伸
び
率
を
み
る
と
、

四
十
八
年
一
六
・
ニ
％
、
四
十
九
年
三

六
・
ニ
％
と
増
え
続
け
、
落
ち
着
き
を

み
せ
て
き
た
こ
の
二
、
三
年
で
も
‘

ま
だ
一

0
％
近
く
の
上
昇
が
あ
り
ま

す。
こ
れ
ま
で
の
医
療
費
は
、
経
済
の

高
度
成
長
に
よ
っ
て
大
変
な
勢
い
で

医
療
費
もや
せ
る
時
代

罠と 1、

医魔賢を考える

••• 

さ
ら
に
、
わ
た
し
た
ち
が
今
後
の

医
療
費
の
問
題
を
考
え
た
場
合
、
ど

う
し
て
も
楽
観
で
き
な
い
問
題
が
二

つ
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
、
医
療
の
技
術
革
新
に
よ

る
高
度
の
検
査
や
治
療
技
術
の
開
発

か
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
に
は
、
い
ま
ま
で
以
上

に
費
用
が
か
か
る
こ
と
。

も
う
―
つ
は
、
社
会
の
高
齢
化
が

楽
観
で
き
な
い

医
療
費
の
将
来

1国民医療費の増加要因 I

医療技術の向上と

人日の高齢化

ふ
と
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
費
を
支
え
て
き
た
経
済
の

基
調
は
‘
い
ま
ま
で
の
高
度
成
長
か

ら
安
定
成
長
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

そ
し
て
医
療
費
の
は
う
も
、
安
定
成

長
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
リ
ム
な

姿
へ
と
変
身
す
る
時
期
に
来
て
い
る

の
で
す
。

事
故
も
小
さ
い
と
は
限
り
ま
せ
ん

バ
イ
ク
が
少
さ
い
か
ら

ま
す
ま
す
進
み
、
複
雑
な
治
療
を
必

要
と
す
る
病
気
が
多
く
な
る
こ
と
で

す
。
中
で
も
高
齢
化
の
問
題
は
深
刻

で
す
。
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
全
人
口
の
九
・
六
％
（
五

十
七
年
十
月
）
で
す
が
、
そ
の
医
療

費
は
全
体
の
三
割
強
（
三
一
・
三
％
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
で
み
て
も
、
老
人
一

人
平
均
の
医
療
費
は
、
六
十
五
歳
未

満
の
人
の
約
四
・
五
倍
に
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
社
会
の
高
齢

化
が
医
療
費
の
増
加
に
大
き
く
か

か
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す。

し
か
し
、
老
人
医
療
費
の
問
題
は
‘

近
い
将
来
の
わ
た
し
た
ち
の
問
題
で

も
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
長
い
間
社

会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
の
た

め
に
、
そ
の
医
療
費
を
負
担
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ

以
上
医
療
費
の
負
担
が
大
き
く
な
り

過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
医
療
費
の
無
駄

を
徹
底
的
に
な
く
す
努
力
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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”
小
さ
く
て
手
軽
に
乗
れ
る
“
と
い

う
便
利
さ
か
ら
、
バ
イ
ク
の
利
用
者

が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
が
受
け
て
女
性
に
も
広
く
利
用
さ

れ
、
全
国
で
約
千
四
百
万

台
、
肱
川
町
で
も
昭
和
五

十
九
年
四
月
一
日
現
在
で

五
百
六
十
台
の
二
輪
車
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
人
の
お
よ
そ
五

人
に
一
人
は
、
二
輪
車
乗

車
中
の
事
故
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

な
か
で
も
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
第
一
種

原
動
機
付
自
転
車
）
に
よ
る
事
故
死

者
の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

自
動
二
輪
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど

無
駄
を
な
く
し
て

適
切
な
規
模
に

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
速
三
十

キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

，

交
差
点
で
は

安
全
確
認
で

交
差
点
で
の
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
の
事

故
か
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
右
折
す
る
と
き
は
直
進
す
る

対
向
車
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
ろ
う

二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
約
七

0
％
は
、
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。

頭
部
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

J
I
S
（
日
本

工
業
規
格
）
マ
ー
ク
や

S

（
安
全
）

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、

あ
ご
ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ

゜
、つ

―
-
＿
・
バ
イ
ク
の

制
限
速
度
は

時
速
三
十
キ
ロ

の
二
輪
車
は
、
四
輪
自
動
車
に
比
べ

不
安
定
な
？
え
、
運
転
す
る
人
は
全

身
が
す
っ
か
り
”
外
部
“
に
さ
ら
さ

れ
て
お
り
、
い
わ
ば
裸
同
然
。
ひ
と

つ
間
違
っ
と
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
交
通
ル
ー
ル

に
の
っ
と
っ
た
正
し
い
運
転
を
常
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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＠
教
育
長
賞

東
雅
利
（
予
子
林
小
四
年

＠
観
光
協
会
長
賞

森
岡
美
々
（
予
子
林
小
五
年

＠
町
長
賞

畦
崎
白
岩
柴
田
東山
崎
冨
永

＠
努
力
賞

雅
人
（
予
子
林
幼
稚
園
）

洋
平
（
中
野
幼
稚
園
）

沙
織
（
中
野
幼
稚
園
）

明
秀
（
予
子
林
小
一
年
）

陽
平
（
予
子
林
小
一
年
）

大
樹
（
中
野
幼
稚
園
）

二
宮

⑥
分
館
長
賞

桜
の
花
が
終
り
葉
桜
の
新
緑

か
鮮
や
か
な
五
月
三
日
、
鹿
野

川
園
地

の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
鹿

ちた

野
川
花
ま
つ
り
行
事
の
子
供
の

ど

自

慢

大

会

が

開

か

れ

ま

し

た

。

＿

夕

こ

の

日

は

町

内

の

幼

稚

園

や

ス

豆る

小
学
校
か
ら
約
百
二
十
人
の
豆

ス

タ

ー

が

出

場

し

、

日

頃

練

習

す

露

且
t
i二[
°
の

-
T二汀
〗

ふ~
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〗J
心

メ
で
お
な
じ
み
の
”
ダ
イ
ナ
マ:
F
.

~
qぃm5ご

｀
靖

ン
II

を
大
き
な
声
で
歌
つ
チ
ビ
ッ

ぶ
'

}

L
芦
g
f
‘
.，ギ

A
L
意

{
A

＼ュt
．

得

子
や
大
人
顔
負
け
の
演
歌
、
な

t
t
A
[

か
に
は
大
勢
の
人
な
の
で
チ
ョ

ゞi

ピ
リ
上
が
っ
て
歌
詞
を
忘
れ
た

“

チ
ビ
ッ
子
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
[
吉
田
美
鈴
王
止
山
小
三
午

一
生
懸
命
歌
っ
て
拍
手
か
っ
さ
い
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

の
ど
自
慢
大
会
の
あ
と
は
も
ち
ま

き
を
行
っ
て
、
五
月
晴
れ
の
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

和
也
（
中
野
幼
稚
園
）

福
田

信
人
（
予
子
林
小
二
年
）

＠
川
上
商
工
会
長
賞

野ヽ

/

「

）

美
保
正
山
小
三
年
）

五
月
晴
れ
の
も
と
堂
々
の
豆
ス
タ
ー

子
供
の
ど
自
慢
大
会

清
水
早
苗
（
予
子
林
小
二
年
）

浅
野
里
子
（
予
子
林
小
二
年
）

松
尾
文
香
（
中
野
小
一
年
）

山
田
千
景
（
正
山
小
三
年
）

安
川
あ
ゆ
み
（
正
山
小
三
年
）

冨
永
順
子
（
中
野
小
三
年
）

｛
丸
山
和
美
（
中
野
小
三
年
）

熊

野

司

（

正

山

小

四

年

）

一
安
川
誠
（
正
山
小
四
年
）

池
田
亜
紀
（
予
子
林
小
四
年
）

清
水
諭
加
（
予
子
林
小
四
年
）

伊
藤
久
美
恵
（
予
子
林
小
五
年
）

林
紀
代
（
予
子
林
小
五
年
）

（
泉
陽
一
（
正
山
小
五
年
）

岡
田
利
一
（
正
山
小
五
年
）

山
崎
智
加
（
予
子
林
小
六
年
）

山
下
聖
（
予
子
林
小
六
年
）

高

橋

か

お

り

（

大

洲

市

）

河
内
結
香
ち
ゃ
ん
〔
大
和
〕

57.12.28
日
生
ま
れ
(
1
歳

4
か
月
））
 
歳-3
 
（
 
んさ

）
 
歳8
 
2
 
（
 
んさ里

ん

ん

登

さ

靖

さ

美

父

母

お

お

か
わ
い
い
名
前
を
三
つ
考
え
、
そ
の
中
か
ら

女
の
子
ら
し
い
名
前
を
選
ん
で
名
付
け
ま
し
た
。

最
近
お
に
ご
っ
こ
を
覚
え
、
小
さ
な
手
で
目

を
か
く
し
「
も
う
い
い
か
い
」
と
い
っ
て
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
り
、

テ
レ
ビ
の
タ
ケ
チ
ャ
ン
マ
ン
の
ま
ね
を
し
ま
す
。

将
来
は
や
さ
し
く
‘
健
康
な
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

000 
000 
000 

わっ“L
竹
田
郁
美
ち
ゃ
ん
〔
広
常
〕

5
8
.
1
.
1
日
生
ま
れ
(
1
歳

4
か
月
）

お父さん

厚美さん(28歳）
お母さん

まるみさん(23歳）

鹿
野
川
花
ま
つ
り

期
間
中
の
四
月
二
十

八
日
か
ら
三
十
日
の

三
日
間
、
肱
川
エ
ビ

ネ
ラ
ン
愛
好
会
に
よ

る
エ
ビ
ネ
の
展
示
、

即
売
会
が
肱
川
分
校

跡
地
で
行
わ
れ
ま
し

こ。f
 会
場
に
は
町
内
の

愛
好
家
か
持
ち
寄
っ

た
エ
ビ
ネ
ラ
ン
約
六

百
鉢
が
展
示
さ
れ
、

期
間
中
約
五
百
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
展
示

さ
れ
た
ラ
ン
の
中
に

は
一
株
五
十
万
円
も

す
る
高
価
な
も
の
や

区

肱
川
で
採
れ
た
肱
川
錦
な
ど
も
あ
り
、

遠
く
は
今
治
・
西
条
市
か
ら
も
愛
好

家
が
訪
れ
、
甘
い
花
の
香
り
が
漂
う

な
か
‘
か
れ
ん
な
花
を
一
心
に
な
が

め
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
、
会
社
の
仕
事
場
で
ふ
と
思
い

浮
か
ん
だ
名
前
を
名
付
け
ま
し
た
。

最
近
は
な
ぜ
か
高
い
所
へ
上
が
り
た
が
り
ま

す
。
そ
し
て
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
の
物
を
落
し

て
こ
わ
し
、
お
母
さ
ん
を
び

ゎ
く
り
さ
せ
ま

す。
将
来
は
、
素
直
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

愛
好
家
で
に
ぎ
わ
う
展
示
会
場

A
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`
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点
、
即
売
点
数
は
百
五
十
二
点
で
し
た
。

B

5

 

四
月
十
日
、
高
齢
者
創
作
館

で

恒

例

の

「

創

作

館

ま

つ

り

」

り

寄年

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

創

作

館

ま

つ

り

は

、

お

年

寄

お

す
・ム一ェ

り
の
創
作
活
動
の
中
で
生
ま
れ

た
作
品
を
展
ホ
し
、
相
互
の
研

修
を
行
う
と
と
も
に
お
互
い
の

“

“

1

とと

親
ほ
く
を
図
る
目
的
で
毎
年
行

桑

わ

れ

て

い

ま

す

。

ひ

ヽ

羞そ

し

～

し

当
日
は
‘
百
五
人
の
お
年
寄

り
が
集
ま
り
、
手
作
り
の
作
品

て

の

展

示

即

売

や

、

手

作

り

折

詰

）

っ

で
の
懇
親
会
で
楽
し
い
一
日
を

t
"
 

過
ご
し
ま
し
た
。

ご話
只
＇↓二

乍

9

イ創
l
[
 

↓
ィ

．沿
h
[
：

今
回
の
展
示
作
品
は
二
百
五
十

'
r
←
ト~

昭
和
五
十
八
年

度
の
町
税
完
納
表

彰
式
が
、
四
月
二

十
一
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
肱
川

町
公
民
館
で
行
わ

れ
、
昭
和
三
十
四

年
度
か
ら
連
続
二

十
五
年
完
納
さ
れ

た
八
納
税
組
合
が

町
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
肱
川
町
は
‘

昭
和
四
十
九
年
度

か
ら
十
年
連
続
し

て
全
組
合
か
完
納

と
い
う
立
派
な
納
税
成
績
と
な
り
ま

し
た
。
肱
川
町
で
は
、
町
税
の
納
税
奨
励

を
は
か
る
た
め
、
昭
和
二
十
八
年
度

か
ら
各
部
落
毎
に
納
税
組
合
が
設
置

さ
れ
納
税
成
績
が
良
好
な
組
合
に
対

し
て
は
、
完
納
報
償
金
を
支
給
す
る

と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
連
続
し

て
町
税
を
完
納
さ
れ
た
組
合
を
表
彰

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五

十
八
年
度
の
町
税
に
対
す
る
完
納
報

償
金
は
、
四
百
六
十
三
万
円
が
支
給

さ
れ
、
各
部
落
に
お
い
て
活
動
資
金

等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
五
十
九
年
度
に
は
、
三
十
年
連

続
完
納
組
合
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

手
作
り
品
152
点
を
即
売

私
た
ち
か
納
め
て
い
る
税
金
は
‘
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は

に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
次
の
と
お
り
で
す
。

税
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
⑥
二
十
五
年
連
続
完
納
組
合

き
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
い
て
も
全
広
常
・
中
野
・
小
藪
・
下
鹿
野
川

組
合
が
完
納
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
京
造
・
見
の
越
•
町
・
藤
野
原
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六
月

一
日
は
‘

人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日

□J 
会

H

で
す
。日
本
か
、
戦
後

新
し
く
生
ま
れ
変

社

恥

い

委

わ

っ

た

と
き
、
何

る

護

よ
り
も
ま
ず
国
民

擁

の

基

本

的

人

権

の

明

権

擁

護

と

人

権

思

想

て

人

の

普

及

高

揚

が

、

r
 

ょ

国

家

の

責

務

と

し

て
国
民
の
間
か
ら

っ
i

守

1

叫
ば
れ
、
基
本
的

権
月
〗
B〗o
o
[
〗
〗

人

6

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

［

こ

う

し

た

背

景

の
下
に
、
昭
和
二

十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人

権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間

人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕

生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私

も
み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

D
 
禾菊
池
昭
三
郎
さ
ん

中
居
谷飛

野

虎

生

さ

ん

大

ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

の
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

顆
い
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
し
て
み
な

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は

次
の
お
二
人
で
す
。

ア
キ
レ
ス
腱
は
人
体
内
で
最
も

太
く
て
強
い
腱
で
す
か
、
ふ
く
ら

は
ぎ
の
筋
肉
を
極
度
に
使
っ
た
と

き
、
筋
肉
が
硬
く
緊
張
し
す
ぎ
て
、

筋
肉
を
支
え
て
い
た
ア
キ
レ
ス
腱

か
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す。
特
に
冬
の
間
、
あ
ま
り
体
を
動

か
さ
な
か
っ
た
人
が
、
暖
か
く
な
っ

た
か
ら
と
急
に
走
っ
た
り
飛
ん
だ

り
す
る
と
、
強
く
踏
み
切
っ
た
と

き
に
、
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

切
れ
た
と
き
プ
ツ
ン
と
い
う
音

が
し
た
り
、
石
を
そ
こ
に
当
て
ら

ア
キ
レ
ス
腱
が

切
れ
た
ら

れ
た
よ
う
に
感
じ
、
足
音
の
後
ろ

の
方
が
抜
け
て
激
し
い
痛
み
で
立

ち
上
が
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
無
理
に
動
く
の
は

禁
物
。
す
ぐ
に
腹
ば
い
に
な
り
、

足
の
甲
を
で
き
る
だ
け
床
面
に
つ

け
る
よ
う
に
し
て
足
先
を
伸
ば
し

ま
す
。
手
近
に
あ
る
板
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
で
副
木
を
作
り
、
す
ね
か

ら
足
先
ま
で
固
定
し
ま
す
。

縫
合
手
術
を
受
け
た
方
が
後
の

腱
の
働
き
に
よ
い
よ
う
で
す
が
、

手
術
に
よ
ら
な
い
治
療
法
も
あ
り

ま
す
。
応
急
手
当
て
を
し
た
ら
、

早
く
整
形
外
科
、
外
科
の
治
療
を

受
け
る
こ
と
で
す
。

I ,-

口

医

学



(5)匂 田 匝

日
本
赤
十
字
社
は
、
明
治
十
年
に
争
の
悲
惨
が
そ
の
き
っ
か
け
を
生
ん

結
成
さ
れ
て
以
来
百
余
年
、
国
際
的
だ
と
い
え
ま
す
。

な

救

護

活

動

（

難

民

の

救

済

、

干

ば

現

在
、
敵

・
味
方
の
差
別
な
い
救

つ
救
援
等
）
を
始
め
と
し
て
、
国
内
護
（
人
道
）
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
等

に
お
い
て
は
、
血
液
事
業
、
災
害
救
の
差
別
な
い
救
護
（
公
平
）
、
そ
の
他

護
活
動
、
医
療
活
動
、

家
庭
看
護
講
（
中
立
）
、
（
奉
仕
）
、
（
独
立
）
、
（
単

習
会
等
日
常
の
暮
ら
し
に
直
接
つ
な

一
）、
（
世
界
性
）
の
七
つ
の
原
則
を

が
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

基
に
世
界
百
三
十
二
か
国
に
結
成
さ

こ
う
い

っ
た
活
動
は
、
社
員
の
納
れ
、
戦
場
で
の
救
護
、
国
交
の
な
い

入
す
る
社
資
に
よ
っ
て
全
て
が
賄
わ
国
と
の
人
道
的
交
渉
又
、
国
内
事
業

れ

て

い

ま

す

。

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

赤
十
字
社
は
な
ぜ
結
成
さ
れ
た
か
‘

テ
レ
ビ
で
良
く
見
か
け
る
ア
フ
リ
カ

そ
れ
は
子
供
た
ち
か
良
く
知
っ
て
い
の
飢
え
た
子
供
た
ち
、
今
も
行
わ
れ
て

る

「
ア
ン
リ
ー
ジ
ュ
ナ
ン
」
の
物
語
い
る
中
近
東
の
戦
争
、ま
た
、
毎
年
繰
り

を
聞
け
ば
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
返
し
発
生
す
る
災
害
等
「
赤
十
字
」
の

ま
す
が
、
人
と
人
か
傷
つ
け
合
う
戦
活
動
す
る
場
は
拡
大
す
る
一
方
で
す
。
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子
供
か
す
こ
や
よ
う
な
子
供
さ
ん
を
も
っ
た
ご
両
親

か
に
生
れ
育

っ
て

は

‘

い
ろ

い
ろ
と
悩
み
を
持
た
れ
て

い
く
こ
と
は
、
親

い

る

こ

と

と

思

い

ま

す
。

と
し
て
だ
れ
も
が
こ
の
よ
う
な
心
や
か
ら
だ
の
発
育

願
っ
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
も
つ
幼
児
の
保
護
者
の
か

で
す
。

し
か
し
、

た
が
た
を
対
象
と
し
、
子
供
さ
ん
の

い
ろ
い
ろ
な
原
因
就
学
の
こ
と
や
養
育
の
こ
と
な
ど
に

で
、
障

害

を

も

っ

つ

い

て

専
門
の
先
生
が
た
に
よ
る
相

た
子
供
が
生
ま
れ
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
相

た
り
、健
康
に
生
ま
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

れ

た

子

供

が

成

長

◎

相

談

日

六
月
十
九
日
因

の

途

中

で

障

害

を

相

談

場

所

大

洲

市

立

も

つ

よ

う

に

な

っ

中

央

公

民

館

た

り

す

る

こ

と

が

肱

川
町
教
育
委
員
会

あ
り
ま
す
。

こ

の

五

月

三
十

一
日
困

申

込

先

申
込
期
限

あ
な
た
も

赤
十
字
社
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
9
.

，
 

麟亭□`い⑱`（27)
今
月
は
「
カ
キ

ド
オ
シ
」
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

4
1
5月
ご
ろ
、

薄
紫
色

の
唇
形
花

を
つ
け
る
多
年
草
。

葉
は
ほ
は
円
形
で

茎
に
対
生
し
、
花

が
終
わ
る
と
、
茎

は
土
を
は
う
よ
う

に
伸
び
、
垣
根
を

通
り
越
し
て
よ
そ

に
侵
入
す
る
の
で
、

垣
通
し

の
名
が
つ

い
た
と
い
わ
れ
ま

契約してからでは

遅すぎます

セールスマンが来たら

よく確めて．”

そ
こ
で

「一

戸
に

一
人
は
赤
十
字

社
員
」
を
合
言
葉
に
五
月
を

「
社
員

増
強
運
動
月
間
」
と
定
め
、

部
落
長

さ
ん
を
通
じ
て
新
社
員
の
加
入
と
社

資
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で

御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
社
資
は
、
普
通
社
員
が
三
百

円
以
上
、
特
別
社
員
は
千
円
以
上
と

な
っ
て
い

ま
す
。

香
気
が
す
る
の
で
、
判
別
は
か
ん
た

ん
に
で
き
ま
す
。
民
間
薬
で
子
供

の
か
ん
を
と
り
除
く
薬
と
い
う
の

で
、
カ
ン
ト
リ
ソ
ウ
の
名
が
あ
り
ま

r
 

Jヽ

，
 

す
。
別
名、

レ
ン
セ
ン
ソ
ウ

・
カ
ン

キ
リ
ソ
ウ
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
れ

て
い
る
。

葉
茎
を

「も
む
」
と

一
種
固
有
の

消火器・健康器 ・図書等の販

売員が各家庭を回る 「訪問販売」

が増えています。

内容を知らずに買った としても 、一度契約すると それを守

らなければなりません。

次のことに注意しましょう 。

1.その商品か本当に必要か。

2.必要でなければ勇気をも ってことわる。

3.契約したら書類をも らう。

4.書類の内容を確かめて印鑑を押す。

5.現金を払ったら領収書をも らい、 大切に保管する。

カキ ドオシ（シソ科）

す
。
採
取
時
期
と
調
整
法

全
草
を

4
ー

5
月
ご
ろ
、
花

の
咲
い
て
い
る
時
期
に
刈
り
と

り
、
日
陰
干
し
に
す
る
。

薬
効
と
用
い
方

①
糖
尿
病
に
、

1
日
量

1
5
g

を
せ
ん
じ
て
、

3
回
に
分
け
て

服
用
す
る
と
よ
い
。
気
長
く
つ

づ
け
る
こ
と
か
必
要
で
す
。

②
小
児
の
か
ん
、
虚
弱
児
に
、

1
日
量

5
gを
せ
ん
じ
て
服
用

す
る
。
感
冒
に
か
か
り
や
す
い
児
に

も
よ
く
連
服
す
る
こ
と
で
す
。

良9E庄おう¢ワ l」ーンマーつを幼稚園、小・中学校、 高等学校単位で一定枚

数集めると、サつラ、ツバキ、シイノキなどの苗木ガもらえます。

ワリーンマ一つは ‘‘古紙利用製品、、 で〶ることを表すもので、

古新聞や古雑紙などを際料としてつくられだ紙製〶 （新聞、 雑誌、

トイレットペーバーなど）についています。みんなでマ一つを集

め、校庭を緑いっぱい1こしてみません力。
詳しくは、財団法人己紙再生促進センターまで。



亨 巨 (6)

第36回 肱川農協通常総会
去
る
四
月
二
十

八
日
、
肱
川
町
公

民
館
に
て
、
第
三

十
六
回
肱
川
農
業

協
同
組
合
通
常
総

会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
‘

大
野
町
長
を
は
じ

め
肱
川
町
議
会
議

長
沖
野
常
一
氏
、

農
協
連
を
代
表
し

て
、
中
央
会
松
山

事
務
所
末
光
所
長

各
氏
の
来
賓
祝
辞

を
頂
き
、
議
長
に
は
沖
野
常
一
氏
が

指
命
選
任
さ
れ
て
第
一
号
議
案
か
ら

第
十
一
号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
各
議

案
と
も
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第

1
号
議
案

昭
和
五
十
八
年
度
事
業
報
告
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承

認
に
つ
い
て

第

2
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

第

3
号
議
案

定
款
変
更
に
つ
い
て

第

4
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
組
合
員
に
対

す
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

一
組
合
員
当
り
一
千
五
百
万
円

信
用
貸
付
に
つ
い
て
は
百
二
十
万

円
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
貯

金
・
定
期
積
金
・
有
価
証
券
（
農

協
財
務
処
理
基
準
令
第
六
条
第
一

項
に
も
と
ず
く
主
務
大
臣
の
指
定

す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
担
保
と
す

る
貸
付
金
及
び
農
協
財
務
処
理
基

準
令
第
六
条
第
一
項
に
も
と
ず
く

主
務
大
臣
の
指
定
す
る
貸
付
を
除

゜
＜
 

第

5
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
組
合
員
以
外

の
者
に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限

度
決
定
に
つ
い
て

曰
貯
金
又
は
定
期
積
金
を
担
保
と

し
て
貸
付
け
る
場
合
担
保
額
の

範
囲
内
。

口
肱
川
町
土
地
改
良
区
一
億
円
。

肱
川
町
住
宅
協
会
五
百
万
円

肱
川
町
森
林
組
合
五
百
万
円

煙

草

耕

作

組

合

一

千

万

円

農
構
・
林
構
・
山
村
振
興
事
業

に
か
か
る
貸
付
金
は
五
千
万
円

以
内
と
す
る
。

第

6
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
貸
付
金
利
率

の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

年
一

0
・
五
％
以
内
と
す
る
。

第

7
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
借
入
金
最
高

限
度
の
決
決
定
に
つ
い
て

借
入
金
の
最
高
限
度
を
八
億
円

と
す
る
。

第

8
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
余
裕
金
預
け

入
れ
先
銀
行
決
定
に
つ
い
て

日
伊
豫
銀
行
、
愛
媛
相
互
銀
行
、

第
一
勧
業
銀
行
、
愛
媛
信
用
金

庫
と
す
る
。

口
本
年
度
余
裕
金
を
も
っ
て
取
得

し
得
る
金
融
債
券
は
次
の
と
お

り
と
す
る
。

日
本
電
信
電
話
公
社
債
券

第

9
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
役
員
報
酬
の

決
定
に
つ
い
て

常
勤
理
事
二
名
、
非
常
勤
理
事

十
二
名
、
監
事
四
名
に
対
す
る
年

報
酬
総
額
一
千
四
百
五
拾
万
円
以

昭
和
五
十
八
年
度
の
経
済
は
依
然

不
況
色
の
強
い
な
か
で
推
移
を
し
た
。

特
に
二
年
七
か
月
に
わ
た
り
強
力
に

阻
止
運
動
を
展
開
し
て
来
た
農
畜
産

物
自
由
化
と
枠
拡
大
へ
の
日
米
交
渉

も
極
め
て
厳
し
い
耐
が
た
い
情
況
の

中
で
政
治
決
着
が
は
か
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
又
世
界
的
異
常
気
象
が

続
い
て
お
り
我
が
国
に
お
い
て
も
各

地
に
冷
害
や
干
ば
つ
に
よ
り
農
業
生

産
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

町
内
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
も
干

ば
つ
の
た
め
に
、
特
に
栗
は
か
農
産

物
の
減
収
と
な
り
そ
の
影
響
は
大
き

く
農
協
各
事
業
推
進
に
つ
い
て
も
大

事

業

変
骨
の
折
れ
る
年
で
あ
っ
た
。

本
年
度
は
特
に
大
谷
事
業
所
の
新

築
や
店
舗
改
装
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
の

建
設
な
ど
施
設
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
積
極

的
な
各
事
業
の
推
進
に
努
め
た
。
幸

い
概
ね
順
調
な
事
業
成
績
を
修
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も

一
重
に
組

合
員
各
位
の
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
、
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
ご
指

導
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
賜
で
あ
り

衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す。
以
下
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

報

告

内
と
す
る
。

第

10
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
水
田
利
用
再

編
奨
励
金
の
受
領
等
に
つ
い
て

昭
和
五
十
九
年
度
水
田
利
用
再

編
奨
励
金
補
助
金
の
請
求
、
受
領

に
関
す
る
一
切
の
権
限
な
ら
び
に

返
還
に
関
す
る
事
務
を
組
合
に
一

任
す
る
。
ま
た
、
水
田
利
用
再
編

対
策
事
業
に
よ
る
水
田
保
全
管
理

に
と
も
な
っ
管
理
経
費
等
を
微
収

す
る
こ
と
を
組
合
に
一
任
す
る
。

第

11
号
議
案

社
団
法
人
愛
媛
県
肉
畜
価
格
安

定
基
準
協
会
へ
の
出
資
に
つ
い
て

社
団
法
人
愛
媛
県
肉
畜
価
格
安
定

基
金
協
会
へ
百
八
拾
戴
万
円
出
資

す
る
。



(7)に 匝

ー
、
基
本
方
針

2
、
重
点
実
施
事
項

ー
、
主
要
な
施
設

本
所
店
舗
改
装

五
百
九
十
万
円

昭
和
五
十
九
年
度
の
我
が
国
の
経

済
は
欧
米
諸
国
の
景
気
回
復
基
調
の

な
か
で
貿
易
の
伸
び
に
さ
さ
え
ら
れ

緩
か
に
回
復
に
向
か
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
貿
易
収
支

の
大
巾
な
黒
字
は
経
済
摩
擦
の
激
化

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
農
畜
産
物
の

自
由
化
、
枠
拡
大
へ
の
外
圧
は
ア
メ

リ
カ
以
外
の
諸
国
と
も
日
毎
に
強
ま
っ

て
き
て
お
る
。
又
原
油
情
勢
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
経
済
不
安
要
因
も
多
い
。

一
方
農
業
に
お
い
て
は
引
続
い
て

農
畜
産
物
の
価
格
は
、
需
給
緩
和
基

調
の
な
か
で
停
滞
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
は
内
外
と
も
に
競
争
力
の

あ
る
農
業
を
目
指
し
創
意
工
夫
、
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
年
度
も
営
農
活
動
を
軸
と
し
て
、

品
質
の
向
上
と
、
生
産
性
を
高
め
る

た
め
の
基
盤
作
り
に
努
力
す
る
と
と

育
苗
施
設
（
農
村
地
域
農
構
改
善
事
業
）

建
設
(
―
二
七
ml)

建
物

ハ
ウ
ス
一

0
棟

育
苗
機
械
計
一
千
五
百
五
十
万
円

l
_
2
国
庵
補
助

町
補
助
金
八
百
八
十
万
円
三

育

苗

水

槽

六

十

七

万

円

稲
育
苗
機
械
四
百
七
十
六
万
円

稲
育
苗
機
械

も
に
特
に
キ
ュ
ウ
リ
を
中
心
と
し
た

輪
作
体
形
の
確
立
と
、
土
作
り
対
策

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。
尚
農
協
運

営
に
つ
い
て
は
資
金
力
の
増
強
、
財

務
の
健
全
化
に
努
め
健
康
管
理
活
動

や
生
活
々
動
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
積
極
的
に
推
進
す
る
、
組
合
各
位

の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
計
画
の
達
成

に
努
力
す
る
。

1

地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
各
種

公
共
料
金
、
各
種
年
金
、
全
銀
為

替
制
度
加
入
等
に
よ
り
内
容
充
実

を
図
り
資
金
力
の
増
強
に
努
め

る。
2

育
苗
セ
ン
タ
ー
の
合
理
的
な
運

営
と
栽
培
指
導
の
徹
底
を
は
か
る
。

3

栗
選
果
機
の
設
備
改
善
に
よ
り

キ
ュ
ウ
リ
出
荷
と
合
せ
選
果
機
能

を
充
実
す
る
。

昭
和

59
年
度
事
業
計
画

六
百
九
十
万
円

四
百
八
十
万
円

育
苗
セ
ン
タ
ー
敷
地
造
成
（
三
・
五
五

0
面
）

給
油
所
改
装

大
谷
事
業
所
新
築
（
一
七
一
・
五
ml)

一
千
四
百
万
円

四
百
七
十
六
万
円

昨
年
の
夏
の
異
常
な
高
温
、
干
ば

つ
。
そ
し
て
、

20
年
ぶ
り
の
寒
波
と

大
雪
。
世
の
厳
し
い
経
済
情
勢
に
も

ま
し
て
、
こ
の
自
然
の
厳
し
い
仕
打

ち
を
受
け
た
山
は
、
か
な
り
荒
ら
さ

れ
た
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
今

後
、
山
へ
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
ま
た
入
る
に
し
て
も
危
険
が
伴

い
ま
す
。
椎
茸
栽
培
等
で
多
忙
な
日

を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
一
度
自
分
の
山
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
確
か
め
て
み

て
下
さ
い
。

冠
雪
害
は
、
樹
冠
が
小

さ
く
、
細
長
い
樹
冠
を
持
っ

た
立
木
に
起
こ
り
や
す
い
。

•••••• 

す
な
わ
ち
間
伐
の
遅
れ
た

．．． 
一
斉
林
が
危
険
で
あ
る
の

で
、
形
状
比
（
樹
高
・
一
・
胸

高
直
径
）
を
小
さ
く
保
つ

（
理
想
は
六

0
1七
0
)
よ

．． 

う
に
早
目
に
間
伐
が
必
要

で
す
。
選
木
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
な

木
に
印
を
つ
け
る
だ
け
で

も
よ
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
か
ら
間
伐
の
準
備
を
な

さ
っ
て
は
い
か
か
で
し
ょ

~
゜

、
っ
カ

（雪起こしをしたスギ造林地）

優良材生産は直材づくりから．I

ま
た
、
積
雪
に
よ
っ
て
今
な
お
幹

倒
れ
や
傾
斜
し
た
ま
ま
の
幼
齢
木

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
生
長
に

伴
っ
て
幹
曲
り
を
生
じ
る
の
で
、
早

急
に
雪
起
こ
し
な
ど
の
手
入
れ
が
必

要
で
す
。
な
お
、
多
少
の
根
切
れ
を

伴
う
の
で
、
雪
起
し
の
際
は
根
元
の

踏
み
つ
け
も
必
ず
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
と
に
か
く
、
真
す
ぐ
な
樹
を
育
て

る
た
め
に
は
、
幼
齢
木
の
う
ち
か
ら

ま
っ
ず
ぐ
に
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
、

大
き
く
な
っ
て
も
ま
っ
す
ぐ
に
な
り

ま
せ
ん
。
健
全
な
真
す
ぐ
な
木
に
育

林
業
改
良
指
導
員

古

川

あ
な
だ
の
山
は
、

泣
い
て
は
い
ま
せ
ん
か

n・

と
こ
ろ
で
、
最

近
、
鹿
野
川
地
区

を
は
じ
め
、
予
子

林
、
嵯
峨
谷
等
、

各
所
に
お
い
て
一

0
1
二
五
年
生
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
林

（
特
に
ヒ
ノ
キ
）
に
赤
褐
色
の
枯
死
木

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

判
明
し
だ
い
ご
報
告
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
い
ろ
い
ろ
な
被
害
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
森
林
組
合
、
又
は
林

業
課
（
指
導
員
）
ま
で
ご
報
告
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
み
な
さ
ん
へ
”
~

て
て
や
り
ま
し
ょ

゜
、つ
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ー-.一
肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第342回市 昭和59年4月17日 県森連市より

長さ 末口径 ス ギ ヒノキ マ ッ その他

7cmT 本 354 本 373 松パルプ

8cm上 63 74 未口 6cm上
4m 12cm上 67 126 18cmJ:: 63 長さ 2m
18cm上 74 144 24cm上 77 26円
30cm__l:_ 137 249 30cm上 91雑パルプ

7cm下 本 177 本 177 未口 6cm上

8cm上 49 53 長 さ 2m

3m 11cm」ニ 49 81 24円

13cm（二） 82 133 18cm_l: 61 バ リ材

13cm（元） 109 207 24cmJ::. 67 材（松・杉・桧）

18cmJ::. 70 119 30cm_c 74 長さ 2m

7cmT 本 39 本 39
未口 3-6cm 

8cm上 14 14 
1本70円

2m 
16cmJ:. 32 67 13cm上 26 松ハリ材
30cm上 74 126 30cmJ:. 26 16cm-22cm 

6m 13cm（二） 84 200 3m 56円
13cm（元） 95 294 4m 67円

特選
13cm（二） 137 249 5m 84円

13cm（元） 249 546 6m 81円

足場 lm当り25~140円 尺当り 8~47円

1塁 市※3況Mス杉はキ柱、・杉はヒ、4ノ 買Mキ気は中殺直目材到材価にし格つてイでき直上、あやるりや。^ 松弱材気相は場、竪。調し相か場し。、

肱川町森林組合乾椎茸相場表
1.市売 日…… 昭和59年4月17日
1.販売数量……95ケース 2,1009kg 
1．数量内容及び平均単価 単位（円）

こミI香 信 ド ン コ 特用バレ コーコ その他

数量(kg)I l, 4 0 5 9 43,000 6 00 2 51. 8 
比率(%)I 66 9 2 0 28 6 2.5 

平均単価16,70 1 5,690 5,435 3,741 

1．銘柄別価格 単位（円）

名 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 8, 4 0 U ドン コ 小 5,690 
中厚上 特用大葉 6,830 
中厚並 8,340 大 パ レ 5,630 
小 厚 8,010 特用中葉 6,350 
大ウ ス 7,990 中 バ レ 5,410 
中ウス上 特用小葉 5. 61 0 
中ウ ス 並 7,350 小 パ レ 4,570 
小ウ ス 6,710 変形大 7,590 

ジャミウス 5,413 変形小 6,720 

ドン コ 大 9,400 色 落 3,741 
ドン コ 中 7. 8 0 0 コ コ

〔表 1〕 主要薬剤

病害虫名 使用時期 薬 剤 散 布 濃 度

斑点細茜病 全期間
ビスダイセン水和剤 600倍
カス ミンボル ドー水和剤 1,000倍

ベ と 病 全期間
ダコニール水和剤 600倍
アリエ ッティ 水和剤 600倍

うどんこ病 全期間
バイレ トン水和剤 2,000-3,0001音
モレ スタン水和剤 2,500倍

生育期
エス トックス乳剤 1,500倍

アブラムシ
エカチン乳剤 1,000倍

収穫期
DDVP乳剤 1,000倍
アリルメート乳剤 1,000倍

ダ 二 全期間
バイデン乳剤 800倍
モレスタン水和剤 2,000倍

ス リップス 全期間 マラバッサ乳剤 1 , 5 0 0 -2 , 0 0 0イ音

〔表2〕 農薬混用適否表

殺虫剤 工 工 D T ノゞ マス
力 D イ ラ 欄空 ▲・・0混己::::" 卜 ）レ ノゞ

ツ チ V メ デ 乏に ・・ 害薬 用しク I ッ

畠
ン p ）レ ン サ

殺苗剤 （乳） 叩 （乳） （乳） 叩 し判定す のて
し、 点 よ

゜るでい
ビ スダ イセ ン（水）

゜゚゜
足に題問 ゜

カス ミンボルドー（水）

゜゜
りが

ダ コニール（水）

゜゚゜ ゜
るあ

知る゚

アリエ ッ ティ（水） 塁
バ イレ ン ト（水）

゜゜゚
経
験

モレ スタン（水） ▲ ▲ 

゜

き
ゅ
う
り
の
病
害
虫
防
除

夏
秋
き
ゅ
う
り

の

栽
培
は
、
春
期

の
低

夜
温
、
梅
雨
期
の
長

雨
、
夏
期
の
高
温
・

乾
燥
、

山
間
地
特
有

の
強
風
、
秋
口
の
台

風
な
ど
ぎ
び
し

い
気

象
条
件
に
遭
遇
す
る

機
会
か
多
い
。

病
害
は
、
雨
や
風

に
よ

っ
て
茎
葉
が
い

た
ん
だ
後
に
急
激
に

ひ
ろ
か
り
、
害
虫
は
、
高
温
乾
燥
条

件
で
多
発
し
や
す
い
。

し
た
が

っ
て
、
病
害
予
防
は
雨
の

前
や
風
の
あ

っ
た
直
後
に
、
害
虫
駆

除
は
発
生
の
極
初
期
に
薬
剤
散
布
を

行
い
効
果
的
な
病
害
虫
防
除
に
努
め

る
の
が
望
ま
し
い
か
、
実
際
に
は
‘

栽
培
期
間
を
通
じ
て
、
月
に
四
回
程

度
の
定
期
的
な
薬
剤
散
布
か
必
要
で

あ
り
、
生
育
初
期
か
ら
六
月
中
旬
ま

で
は
低
温
性
病
害
で
あ
る
『
斑
点
細

苗
病
』
を
対
象
に
し
、
七
月
に
は
『
ベ

と
病
』
し
を
中
心
に
防
除
す
る
。
八
月

に
入
る
と
『
う
ど
ん
こ
病
』
対
策
が

重
要
で
あ
り
、
八
月
下
旬
に
は
再
び

低
温
性
病
害
の
発
生
が
み
ら
れ
各
種

病
害
の
同
時
防
除
か
必
要
と
な
る
。

一
方
、
害
虫
は
生
育
初
期
か
ら
終

期
ま
で
『
ア
ブ
ラ
ム

シ
』
の
防
除
か

必
要
で
あ
り
、
梅
雨
明
け
後
は
『
ダ

二
』
や
『
ス
リ

ッ
プ
ス
』
の
防
除
も

必
要
と
な
る
。

薬
剤
は
、
表
に
示
し
た
主
要
薬
剤
を

参
考
に
し
て
単
用
あ
る
い
は
混
用
し
て

散
布
す
れ
ば
よ
い
か
、
同

一
薬
剤
ば
か

り
連
続
使
用
し
て
い
る
と
、
防
除
効
果

が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
複
数

の
薬
剤
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
。
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一
水
稲
の
稚
苗
育
苗
一

今
年
も
、
田
植
え
の
時
期
を
迎
え
一
箱
当
り
窒
素
・
燐
酸
・
加
里

ま

し

た

の

で

、

機

械

移

植

栽

培

の

水

各

成

分

―

g
を
標
準
と
し
、
床

稲
稚
苗
育
苗
に
つ
い
て
、
列
記
し
ま
土
と
混
合
す
る
。

す

。

ご

参

照

下

さ

い

。

表

4
参
照
の
こ
と
。

1
品
種
選
定

9
生
育
障
害
対
策

奨
励
品
種
の
中
か
ら
地
区
に
合
っ
苗
立
枯
病
（
フ
ザ
リ
ュ
ウ
ム
茜
）

た

優

良

品

種

を

選

ぶ

こ

と

。

は

土

一

箱

当

り

、

タ

チ

ガ

レ

ン

表

1
参

照

の

こ

と

。

粉

剤

八

g
を
混
合
す
る
。

2
播

種

期

（

タ

チ

ガ

レ

ン

粉

剤

は

肥

料

と

同

表

2
参

照

の

こ

と

時

混

合

と

す

る

）

3
種

子

量

苗

立

枯

病

（

リ

ゾ

ー

プ

ス

菌

）

-
0
a
当
り
種
子
量
は
四
kg

は
、
播
種
時
に
ダ
コ

ニ
ー
ル
水

4
塩

水

選

和

剤

五

0

0

1

-

、

0

0

0

倍

液

表

3
、
図

l
参

照

の

こ

と

を

一

箱

当

り

五

0

0

1

-

、

0

0

5
種

子

処

理

法

〇

叫

か

ん

注

す

る

。

図

2
参
照
の
こ
と
。

10
播
種

6
催

芽

播

種

は

催

芽

籾

を

一

箱

当

り

四

発
芽
む
ら
を
な
く
す
る
た
め
に
鳩
0
0
叫
（
ニ
・
三
合
）
を
均
一
に

胸
か
ら
二

mm
程

度

芽

出

し

す

る

。

播

種

す

る

。

（
発
芽
適
温
三
一
1
三
二
℃
）
播
種
後
は
、
種
子
を
乾
か
さ
ぬ

7
床

土

よ

う

に

十

分

か

ん

水

す

る

。

土
は
粘
質
の
高
い
場
合
根
の
発
育
な
お
、
か
ん
水
後
、
水
が
よ
く

が
悪
＜
、
砂
の
多
い
場
合
土
が
く
引
く
の
を
待
っ
て
種
子
が
見
え

ず
れ
て
植
え
付
け
精
度
か
劣
る
。
ぬ
程
度
に
薄
く
覆
土
す
る
。

で
き
れ
ば
、
保
水
力
が
あ
っ
て

11
発
芽
ま
で
の
管
理

通
水
性
の
良
い
壊
土
で
あ
り

PH

育
苗
箱
を
二
五
枚
程
度
積
み
重

五
・
0
-
五
・
五
位
の
土
を
一
0
ね
保
温
す
る
。

a
当
り
一
0
0
£
準
備
す
る
。
保
温
は
、
コ
モ
・
ム
シ
ロ
で
つ

（
な
お
、
床
土
は
三
・
五

mm
の

ふ

つ

み

そ

の

上

か

ら

ビ

ニ

ー

ル

で

る

い

で

通

し

て

お

く

）

く

る

む

。

8
苗

床

肥

料

そ

の

途

中

（

播

種

後

二

四

時

間

目
）
一
回
は
上
を
下
に
、
下
を

上
に
ま
わ
し
て
積
み
か
え
る
。

1
2
2
発
芽
後
の
管
理

し
ょ
う
葉
が
一
・
五

L-cm位
伸

び
て
か
ら
一
枚
並
べ
と
し
、
黒
の

カ
ン
レ
ー
シ
ャ
お
よ
び
シ
ル
バ
ー

ポ
リ
で
四
ー
五
日
間
被
覆
す
る
。

そ
の
後
、
カ
ン
レ
ー
シ
ャ
お
よ
び

シ
ル
バ
ー
ポ
リ
を
と
り
、
次
第
に

光
線
を
当
て
緑
化
・
硬
化
す
る
。

13育
苗
時
の
灌
水

気
温
・
日
射
量
で
異
な
る
が
灌

水
回
数
は
一
日
ニ
ー
三
回
。

14
生
育
の
悪
い
場
合

無
肥
料
の
場
合
、
ま
た
は
、
生

育
の
悪
い
場
合
、
液
肥
の
二
〇

o
i三
0
0
倍
液
を
一
箱
当
り

―
£
程
度
を
一
葉
期
よ
り
ニ
ー

三
回
施
用
す
る
。

15
育
苗
期

（
い
も
ち
病
・
萎
縮
病
・
縞
葉
枯
病
）

①
苗
い
も
ち
病
は
、
二
相
当
り
フ

ジ
ワ
ン
粒
剤
七
五

g
を
播
種
後

―
二
日
頃
（
緑
化
期
）
均
一
に

散
布
し
直
ち
に
か
ん
水
す
る
。

切
ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ
イ
類
は
、
一

箱
当
り
エ
カ
チ
ン

T
D
粒
剤
八

o
gを
田
植
の
直
前
に
露
払
い

を
し
て
か
ら
均
一
に
散
布
し
、

そ
の
後
軽
く
か
ん
水
す
る
。

③
苗
い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
・
ヨ
コ

バ
イ
類
同
時
防
除
は
、
一
箱
当

り
フ
ジ
ワ
ン
カ
ヤ
フ
ォ
ス
粒
剤

七
五

g
を
田
植
当
日
に
露
払
い

し
て
か
ら
均
一
に
散
布
し
、
そ

の
後
、
軽
く
か
ん
水
す
る
。

16
目
的
と
す
る
苗
の
生
育

〔表 1〕 優良品種特性表

早中晩 品種名 出穂期成熟期倒伏葉いもち首いもち白葉枯

早生日本晴 8月24s I 10月98中強強 中弱 強

早生農林22号 8月288110月118 弱 強 中強 中

早生ヤマピコ 8月268110月98 中 強 中強 中

中生ひめみのり 8月298I 10月248 強極強 極強 強

早生クカサゴモチ 8月228110月128 中 強 強 中強

蝉

一中
一
中

＿中一

強
ー
中

〔表4〕

化成の楊合

単肥の場合

苗床肥料（例）

1箱当りの施用盪

燐加安44号 7 g 

硫安5g 過石6g 硫加2g

〔表5〕 目的とする苗の生育

苗令 I 草丈 1 地上部風乾重 1育苗日数

2.5葉 13-15cm I 1 g以上／100本 20日前後

〔表2〕 播種期

播種期育苗日数 植付期

5月中旬 23-25日 6月5日～10日

5月下旬 20-22日 6月13日～20日

6月上旬 18-20日 6月20日～25日

〔表3〕

ヽ
J
↑
 

国
ヤ
ー
ー
、

種

比

溶解量

〔図2〕 種子処理法

竺］／閃：→星→〗
正 ：巴？内 50g 食塩 2.1kg I 1.3kg I oスミチオン 10g 

薬 0ペンレート T
剤 、200倍

処
0スミチオ／
1,000倍

理 24時間浸漬

5て健
のお康

鵡卵による塩水の比重の識別と り苗

こ〗：、［
：→旦→冒凰→二召；［ 

中野尾月正予子林 小
大 6 月6 月6 月6 月6 6 

津山藪 谷 L 月 22 15 8 1 醤油 月．．．．．  日日日日 日日日日日日日日日日日日

小岩居谷中大駄 汗
肱 P 圏圏徐圏 （木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （7灼（火）

栄 ガ
津中宇小大 達配倉谷 馬生

ス 字津中野尾月大岩宇宇津中月＊岩宇

（1月8） 圏31±)1 5 0 （2(/l1月51 ）） 圏2（8灼6因2困50 倹22（(±) 12必2 達配日

和薮谷 和． 谷谷和和．野尾谷谷和i 予・ 川 ． 予
方岩方定 川予子林藪，J・、方方川川予子林藪小・ 方方 川
面谷面日 南 面面北南 面面北
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肱
川
町
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

は
‘
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

リ
ー
グ
戦
の
自
主
的
な
運
営
を
と
い

う
事
で
、
ク
ラ
ブ
結
成
の
話
し
合
い
か

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
三
月
二
十

七
日
の
運
営
委
員
会
で
、
肱
川
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
伊
藤
吉
広
委
貝
長
）

を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
‘
町

内
の
社
会
体
育
を
振
興
し
、
お
互
い
の

親
睦
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
は

も
と
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
進
め

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
と
の
連
携
の
も
と
、
肱
川
の
社
会

体
育
を
振
興
し
、
ま
す
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

さ
て
、
今
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
は
、
四
月
二
十
三
日
に
開
幕
し
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
一
チ
ー
ム
ふ
え
て
ニ

十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
三

ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦
と
し
て
、
七
月

い
っ
ぱ
い
に
終
了
の
予
定
で
す
。

リ
ー
グ
戦
の
開
幕
を
ひ
か
え
た
四
月

十
九
日
に
は
‘
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

と
公
民
館
と
の
共
催
で
、
審
判
貝
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。

審
判
員
の
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

大
洲
・
喜
多
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
後

藤
審
判
部
長
を
は
じ
め
三
名
の
講
師
を

迎
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

公
民
館
で
五
十
名
の
受
講
者
を
迎
え
て

実
技
指
導
や
審
判
員
の
心
が
ま
え
な
ど

熱
心
な
講
習
会
で
し
た
。

◎
心
が
ま
え
に
つ
い
て
は

＿
常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
、
整
然
と
し
だ

態
度
で
の
ぞ
む
こ
と
ガ
大
切
。

I
9
 

一

二
正
し
い
ル
ー
ル
を
覚
え
る
事
。
不
断

の
ル
ー
ル
の
研
究

三
判
定
を
す
る
時
は
、
決
断
カ
ガ
大
切

で
涜
る
。
判
定
す
る
場
所
・
タ
イ
ミ

ン
ワ
を
正
し
く
理
華
し
、
勇
気
を
も
っ

て
、
大
き
い
声
で
コ
ー
）
す
る
。

四
要
出
家
と
し
て
の
役
割
ガ
大
切
。

常
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
試
合
蓬
び
ガ

出
来
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

拡
川
町
ソ
フ
ド
ボ
ー
ル
ワ
ラ
フ
結
成

◎
町
民
運
動
場
を
使
用
し
た
い
時
は

公
民
館
へ
。

◎
肱
川
中
学
校
体
育
館
を
使
用
し
た
い

時
は
、
公
民
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
と

な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
プ
レ
ー
し
、
施
設
を
利
用
し
ま
し
ょ

゜
、つ
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
流
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
肱
川
町
の
体
育
施
設
の
申
し
込

み
は
次
の
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
夜
間
体
育
照
明
施
設

各
小
学
校
・
分
館
の
夜
間
照
明
に
つ

い
て
は
、
分
館
長
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

、。
...> 

肱
川
中
学
校
•
町
民
運
動
場
照
明
に

つ
い
て
は
、
公
民
館
へ
。

購
入
図
書
紹
介

四

国

霊

場

の

旅

徳

島

新

聞

社

一
九
八
四
年
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
エ
ル

大
草
原
を
ゆ
く
ソ
ビ
エ
ト
①

井
上
靖

．． 
樋
口
清
隆

思

春

期

の

カ

ル

テ

福

岡

恵

美

子

愛

媛

県

の

教

育

史

影

山

昇

日
本
農
業
年
鑑
一
九
八
四
年
版

日
本
農
業
年
鑑
刊
行
会

坊

っ

ち

ゃ

ん

秘

話

近

藤

英

雄

手

づ

く

り

の

ふ

る

さ

と

萩

原

茂

裕

帯

と

帯

結

び

の

事

典

松

村

イ

ツ

攻
守
交
代
や
投
球
練
智
な
ど
…
…
。

第
一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

日
本
野
鳥
の
会

金
づ
く
り
大
研
究
・
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
こ

れ
か
ら
の
方
法

N
H
K
「
お
は
よ
う
広
場
」
編

春

の

鳥

初
夏
の
鳥

夏

の

鳥

秋

の

鳥

冬

の

鳥

＂ ” ＂ 
II 

鳥
の
歳
時
記

押
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
運

悪
く
赤
色
に
な
り
、
長
く
続

い
て
い
た
車
は
走
り
去
り
、

私
の
車
だ
け
止
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
る
と
、
野
球
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
小
学
生
一

人
が
、
自
転
車
を
押
し
な
が

ら
、
帽
子
を
脱
い
で
頭
を
下

げ
て
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
「
も

う
少
し
早
け
れ
ば
待
た
な
く

て
良
か
っ
た
の
に
な
あ
。
」
と
思
っ
て
い

た
自
分
か
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
青
少
年
の
健
全
育
成
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
‘
こ
ん
な
礼
義
正
し
い
少
年

に
会
え
て
嬉
し
く
な
っ
た
と
同
時
に
、

彼
に
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
私
自

身
、
横
断
歩
道
を
渡
る
時
当
然
の
事
と

し
て
渡
っ
て
は
い
な
い
か
…
。
我
が
子

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
…
。
逆
に
、
運
転

し
て
い
る
時
、
反
省
す
る
事
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
…
。
そ
の
場
所
を
通
る
た

び
に
、
あ
の
少
年
を
想
い
出
す
。
少
年

の
家
庭
の
し
つ
け
の
良
さ
が
う
か
が

え
た
、
さ
わ
や
か
な
一
時
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

Ii

親
の
後
姿
を
見
て
子

は
育
つ
Ii

と
言
わ
れ
る
が
、
若
く
に

父
を
失
く
し
た
私
は
‘
そ
れ
が
で
ぎ

ファインダー

，
 

な
い
。
こ
の
年
に
な
っ
て
も
ま
だ
、

年
を
と
ら
な
い
若
い
ま
ま
の
父
が
、

い
つ
も
天
国
か
ら
見
守
っ
て
い
て
く

れ
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な

事
を
し
た
ら
嘆
く
だ
ろ
う
な
あ
、
心

配
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
あ
、
ま
た
、

一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た
か
な
あ
な
ど

と
思
う
と
、
自
分
自
身
の
反
省
に
繋

が
る
。
非
行
に
走
る
こ
と
も
な
く
、
何

と
か
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
こ
れ
た
の
は
‘

母
の
苦
労
は
言
う
に
及
ば
ず
、
父
の

陰
の
力
が
大
き
く
影
響
し
て
、
心
の

支
え
に
な
っ
た
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

早
く
に
死
別
し
た
せ
い
か
、
若
い

頃
か
ら
、
父
親
の
健
在
な
人
と
結
婚

し
た
い
と
願
っ
て
い
た
。
幸
い
、
願

い
が
か
な
い
、
充
分
な
事
は
で
き
な

い
が
、
実
の
父
の
分
ま
で
も
親
孝
行
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
‘

我
が
子
達
も
そ
れ
を
み
て
、
繰
り
返

し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
供
が
小
さ
い
間
は
‘
育
児
に
追
わ

れ
て
、
花
を
観
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た

が
、
こ
の
頃
、
少
し
ず
つ
庭
の
花
を
育

て
て
み
た
く
な
っ
た
。
家
庭
教
育
に

は
、
金
銭
的
ゆ
と
り
は
な
く
て
も
、
心

の
ゆ
と
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
え

て
き
た
。
ゆ
っ
く
り
と
話
し
合
っ
こ

と
も
、
本
を
読
ん
で
や
る
こ
と
も
、

ゆ
と
り
な
く
し
て
は
で
き
な
い
も
の

だ
。
腹
を
立
て
る
と
心
の
鏡
が
曇
る

と
い
う
。
曇
る
こ
と
な
く
、
子
育

て
の
大
事
業
に
向
か
っ
て
い
き
た

い
。
”
子
供
達
よ
。
五
月
の
空
に
泳

ぐ
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
、
の
び

の
び
と
育
っ
て
お
く
れ
I.“

隈）
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ス
ポ
ー
ツ
に
は

も
っ
て
こ
い
の
、

好
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
の
社
会

体
育
事
業
の
ト

ッ

プ
を
き
っ
て
、
四

月
十
五
日
に
町
民

運
動
場
で
町
内
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム
は
‘

男
子
十
ニ
チ
ー
ム

・

女
子
九
チ
ー
ム
の

合
計
二
十
一
チ
ー

ム
で
‘
快
晴
に
め

ぐ
ま
れ
、
好
試
合

が
続
き
ま
し
た
。

男
子
は
三
ブ
ロ

ッ

ク
に
分
か
れ
、
正

山
B
・
下
鹿
野
川
・
大
谷
A
の
決
勝
リ
ー

グ
戦
の
結
果
、
正
山

B
が
初
優
勝
を
か

ざ
り
ま
し
た
。

女
子
は
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
い
、
大
谷

A

・
大
谷

B
の
対
戦
と
な
り
、
大
谷
A

が
二
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
。

【
決
勝
リ
ー
グ
戦
績
表
】

〔
男
子
〕
正
山

B

2
|
0
大

谷

A

下
鹿
野
川
2
|
0
大

谷

A

正

山

B

2
ー

1
下
鹿
野
川

大

谷

A

2
|
0
大

谷

B

〔
女
子
〕 ロスか一`リシースン闘幕//

／ 町内バレ•三亡Jレ大会二
楽
し
い
一
日

大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
‘

に
な
り
ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
続
け
ま
し
ょ
う
|
|
0

五
月
五
日
の
「
子
供
の
日
」
に
は
‘

大
谷
小
学
校
P
T
A
と
大
谷
分
館
と
で
、

子
供
達
や
地
域
の
人
達
の
た
め
に
、
楽

し
い
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
共
楽
園
グ
ラ
ン
ド
で
、

「
親
子
ミ
ニ
運
動
会
」
と
い
う
事
で
、
楽

し
い
種
目
を
親
子
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、

次
々
と
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
小
学
校
の
講
堂
で
県
指
定

文
化
財
の

II

し
め
神
楽
“
の
公
演
が
あ

り
ま
し
た
。
”
だ
い
ば
ん
“
が
出
て
き
た

し
め
神
楽
と

ミ
ニ
運
動
会

大
谷
分
朗
．

p
丁

A

今
、
公
民
館
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

も
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
中
で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
普

及
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
婦
人

会
や
愛
護
班
な
ど
で
や
ら
れ
る
と
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ダイバンに負けるな

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
木
々
の
下

で
、
忙
し
い
農
作
業
の
手
を
休
め

て
、
顔
に
吹
き
出
る
汗
を
着
物
の

袖
で
拭
い
な
が
ら
、
近
く
の
山
々

を
見
わ
た
せ
ば
‘
ズ
ヤ
レ
ー
、
ズ
ヤ

レ
ー
と
ハ
ル
ゼ
ミ
が
鳴
い
て
い
る
。

も
う
す
ぐ
田
植
の

季
節
‘
春
田
を
お
こ
し
．．．．． 

•—— 

て
植
床
の
準
備
・

,,
 
0
 

--r "' 

ぁ
ー
あ
、
し
ん
と

9
9
 

゜

静
か
に
目
を
と
じ

て
、
自
分
の
今
迄
の

半
生
を
振
り
返
っ
て

小
さ
な
姿

み
る
と

が
目
に
浮
ん
で
く
る
。

家
の
近
く
を
ア
ッ
チ
・
コ
ッ
チ
走

り
回
っ
て
缶
け
り
や
ら
、
お
に
ご
っ

こ
を
し
て
よ
く
遊
ん
だ
も
の
だ
。

暗
く
な
っ
て
、
よ
う
や
く
我
に
返

り
、
「
五
時
に
な
っ
た
ら
風
呂
の
火

を
焚
い
て
お
け
よ
」
と
お
ふ
く
ろ

り
If

オ
ロ
チ
た
い
じ
Ii

に
は
、
子
供
達

も
大
喜
び
。
お
年
寄
り
も
、
な
つ
か
し

そ
う
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中
に
は
、

If

だ
い
ば
ん
Ii

に
相
撲
を
い

ど
ん
で
い
る
勇
気
あ
る

チ
ビ
ッ
子
も
い
ま
し
た
。

今
年
の
「
子
供
の
日
」

は
‘
子
供
達
に
と
っ
て
、

心
の
中
に
ず
っ
し
り
と

残
る
思
い
出
深
い

一
日

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ

る
み
の
行
事
が
、
地
域

ぐ
る
み
の
健
全
育
成
に

つ
な
か
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
の
愛
護
班
活

動
を
充
実
し
て
、
み
ん

な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

く15 1〉

思い出

NHKから放送利用

研究の委嘱を受けました

に
、
言
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
を
思
い

出
す
。
何
度
し
か
ら
れ
た
事
か
数
知
れ

な
い
。
今
、
三
十
五
歳
に
し
て
、
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

私
が
小
学
校
六
年
生
頃
ま
で
は
、
現

在
の
村
上
木
炭
の
前
か
ら
、
百
メ
ー
ト

ル
上
く
ら
い
ま
で
は
、
ハ
ヤ
が
棲
ん

で
い
て
、
よ
く
釣
り
に
い
っ
た
も
の

だ
。
私
は
、
こ
こ
で
も
又
、
叱
ら
れ

役
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
小
川
を
は
さ
ん
で

西
側
に
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
塗
り
立
て
の

あ
ぜ
道
を

一
人
で
な
く
、
三
人
・
四
人

肱川町公民館が、 NHKから放送利

用学習開発の委嘱を受けました。全国

で16館、四国では肱川町の 1館です。

これは、教育テレビの放送開始20周

年を記念して、公民館での放送を利用

した生涯学習を進めようというねらい

です。これをきっかけとして、放送利

用学習の実践に努めていきます。

と
上
り
下
り
す
る
の
で
、
田
の

主
が
叱
る
の
も
当
然
の
事
な
の
だ

が
…
…
、
当
時
の
私
達
に
分
か
ろ

う
は
ず
が
な
い
。
今
に
し
て
、
あ

ぜ
塗
り
の
苦
し
さ
が
よ
う
や
く
分

か
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
。
田
の
あ

ぜ
塗
り
が
私
に
と
っ

て
、
大
の
苦
手
で
す
。

生

ま
あ
、
こ
れ
を
し
て

哲
ぃ
る
か
ら
こ
そ
、
一
年

＂
・
中
米
を
買
わ
な
く
て

）
 

生
安
す
ん
で
い
る
が
…
…
。

協

イ

ヤ

ダ

・

イ

ヤ

ダ

と

思
っ
て
い
る
う
ち
に

「
さ
あ
、
や
る
よ
」
と

女
房
の
声
。
し
ぶ
し
ぶ
着
い
て
い

く
私
…
…
。

今
年
は
う
ま
い
米
作
れ
る
か
な

あ
ー
|
o

次
は
、
大
平
の
上
田
武
徳
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。
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時
の
藩
主
が
領
内
を
巡
視
す
る
こ
と

を
「
巡
領
」
と
い
っ
た
。
万
延
元
年
（
一

八
六

0
年
）
の
御
巡
領
手
控
記
録
の
中

か
ら
「
詳
し
い
巡
路
・
巡
路
の
庄
屋
連

中
へ
の
通
達
の
一
部
・
藩
主
へ
の
献
上

物
・
藩
主
の
本
陣
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
」

な
ど
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

御

小

休

％

黒

内

坊

御

御

昼

六

日

市

御

御

小

休

水

戸
森
峠

御

泊

大

瀬

村

御

小

休

％

梅

津

御

昼

上

田

渡
村

御

小

休

臼

杵

村
庄
屋

御

泊

二

名

村

御
小
休
％
真
弓
峠

御

昼

大

平

村

御

小

休

日

野

ノ
川
村

御

泊

寺

村

御
小
休
％
南
山
村
庄
屋

北
平
村

山
鳥坂
村

昼
％
鹿
ノ
川

御
小
屋

御

小

休

轟

ヶ

瀧

御

泊

大

谷

村

御
小
休
％
水
ヶ
峠

御

昼

蔵

川

村

御

小

休

荒

間
地
峠

御

泊

梅

ノ

川
村

御
小
休
％
三
本
松

御

昼

稲

積

村

御

小

休

子

持

坂

御
帰
城

覚

一
御
通
行
の
村
々
の
御
案
内
に
あ
た
る

庄
屋
連
中
は
‘
村
境
で
交
代
す
る
事

但
し
、
先
頭
へ
は
組
頭
を
一
名
、

蕃
持
を
二
名
つ
け
る
事

御

泊昼

お
く
事

一
献
上
物
に
つ
い
て
は
‘
庄
屋
と
同
じ

身
分
以
上
の
者
が
差
出
す
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
る
の
で
‘
御
休
泊
に
な
る
所

へ
差
出
し
て
お
く
よ
う
達
し
て
お
く
事

一
孝
心
、
善
行
者
の
書
類
を
出
し
た
村

方
は
、
そ
れ
ら
の
者
達
を
近
く
の
御

休
泊
所
へ
待
機
さ
せ
て
お
く
事

一
こ
の
度
の
御
巡
領
に
つ
い
て
、
御
用

係
が
近
日
中
に
御
休
泊
所
へ
入
り
込

む
予
定
で
あ
る
か
ら
、
万
事
相
談
の

考い②

も
ん

も
ら

訊
み
泊
+
ゞ

御
巡
領
手
控
記
録
|
l

一
御
休
泊
所
の
取
つ
く
ろ
い
は
勿
論
、

畳
替
え
な
ど
も
一
切
し
な
い
事

一
御
休
泊
所
に
あ
た
っ
て
い
る
庄
屋
は

前
日
の
御
休
泊
所
へ
伺
い
人
を
出
す
事

一
御
道
筋
の
危
険
な
道
路
や
橘
な
ど
は

例
外
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
所
の
掃
除

や
修
繕
は
し
な
い
事

一
高
齢
者
（
九
十
歳
以
上
）
の
い
る
村

は
、
御
通
過
の
道
筋
へ
待
機
さ
し
て

上
で
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
。
そ
れ

ま
で
は
勝
手
に
準
備
を
し
な
い
で
ほ
し

い
。
若
し
万
一
殿
様
の
お
気
持
ち
を
無

視
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
申
し

訳
け
な
い
の
で
、
厳
守
し
て
ほ
し
い
。

覚

一
御
休
泊
の
村
々
に
於
て
は
‘
上
畳
（
両

面
に
表
と
縁
を
つ
け
、
畳
の
上
に
別

に
敷
き
重
ね
る
厚
い
畳
）
に
し
な
く

て
も
よ
い
。
「
も
う
せ
ん
」
を
御
持
参

に
な
っ
て
済
ま
さ
れ
る
と
の
事

一
お
供
の
者
の
朝
食
へ
は
、
焼
味
噌
と

煮
物
を
付
け
た
程
度
で
よ
い
。

一
昼
食
は
、
手
軽
い
品
の
い
た
め
物
の

盛
り
合
わ
せ
を
付
け
た
の
で
よ
い
。

一
夕
食
の
菜
は
一
品
に
す
る
こ
と
。

一
人
前
の
米
は
七
合

聾
〗
〗
〗

わ
せ
の
品
に
限
る
事

賛勺もり一
酒

は

有

り

合

わ

せ

が

灼
〗
[
〗
〗
‘
ぃ

0し
て

一
風
呂
桶
や
水
こ
し
は
持
っ
て
お
い
で

ち

ょ

う

ず

に
な
る
。
お
手
水
だ
ら
い
も
御
持
参

に
な
る
。

一
御
雪
隠
（
便
所
）
の
縁
取
り
は
新
規

に
し
な
く
て
も
よ
い
。

一
御
小
用
所
（
小
便
所
）
は
、
む
し
ろ

囲
い
で
よ
い
。

一
御
精
進
日
に
当
る
と
き
は
、
お
供
の

者
は
全
員
朝
昼
食
共
に
、
精
進
料
理

（
植
物
性
の
材
料
だ
け
で
作
っ
た
料
理
）

で

ま

か

な

つ

事

（

似

下

略

）

同
和
問
題

問

答

白
木
台
へ
乗
せ
る
。

台
は
新
調
し
た
。

但
し
、
長
門
屋
太
右
衛
方
へ
申
し

付
け
て
、
前
も
っ
て
こ
し
ら
え
さ

せ
て
置
い
た
「
た
ま
ご
す
ぼ
」
に

入
念
に
盛
り
つ
け
、
お
着
き
の
際

献
上
を
済
ま
せ
た
。

玉
子
は
‘
御
代
官
に
差
出
し
て
下
見

を
受
け
た
上
で
、
献
上
係
の
所
へ
持
参

し
、
井
口
又
八
様
か
ら
披
露
し
て
い
た

ヽ
こ
。

し

t

ごt
 

ま
か
な
い

殿
様
御
賄
献
立

十

四

日

ノ

タ

御

精

進

皿

|
_
焼

松

茸

き

ざ

み

だ

い

こ

〔問
〕

私
は
差
別
し
て
い
な
い
と
思

っ
て

い
ま
す
が
…
…

つ
い
最
近
ま
で
同
和
地
区
出
身
と
い
う

理
由
で
、
人
物
が
立
派
で
成
績
が
よ
く
て

も
不
採
用
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
経
済
的
に
低
位
な
状
況
か
ら
能
力

が
あ
る
の
に
進
学
で
き
な
い
生
徒
が
あ
っ

た
り
し
ま
し
た
。

相
手
が
同
和
地
区
の
人
だ
と
分
る
と
土

地
や
家
屋
を
売
ら
な
か
っ
た
り
‘
近
く
に

住
む
の
を
嫌
が
る
気
風
も
残
っ
て
い
ま
す
。

最
も
大
き
な
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人

が
結
婚
し
よ
う
と
す
れ
ば
必
ず
と
い
っ
て

よ
い
く
ら
い
親
や
親
威
、
あ
る
い
は
近
所

の
人
た
ち
の
反
対
が
あ
り
ま
す
。

好
き
な
者
同
志
を
無
理
に
別
れ
さ
せ
た

結
果
、
一
方
が
自
殺
し
た
と
い
う
例
は
今

も
よ
く
あ
る
の
で
す
。

世
間
で
は
よ
く
「
結
婚
を
除
い
て
今
は

差
別
は
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
人

の
一
生
の
う
ち
最
も
大
事
な
、
こ
の
問
題

が
残
っ
て
い
て
、
差
別
が
な
く
な
っ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。

み
ん
な
で
II

部
落
の
起
り
II

が
江
戸
時

代
の
は
じ
め
に
「
幕
府
の
政
治
的
な
ね
ら

い
で
作
ら
れ
た
」
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
そ
の
よ
う
な
差
別

が
心
の
底
か
ら
間
違
い
だ
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
、
学
習
し
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
差
別
し
て
い
な
い
か
ら
何
も
し
な

く
て
よ
い
と
い
う
考
え
を
改
め
て
‘
進
ん

で
ほ
ん
と
う
に
み
ん
な
が
楽
し
く
暮
せ
る

世
の
中
に
し
ま
し
ょ
う
。

献
上
左
の
通
り

た
ま
ご
五
拾

②
 

ん

ゆ

ず

か

け

吸
物
わ
ん
—
と
ろ
ろ
汁

わ
ん
ー
め
し

十
五
日
ノ
朝

小
皿
ー
に
ま
め
か
や
く
入

同

ー

焼

味

噌

梅

干

茶
わ
ん
（
蓋
付
）
ー
め
し

十
五
日
ノ
昼

皿

ー

に

し

め

焼

と

う

ふ

い

も

松

茸

ご

ぼ

う

飯
（
以
下
略
）

以
上
は
‘
御
巡
領
手
控
記
録
な
る
も

の
の
極
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
大
役
を

果
す
為
の
各
係
の
並
々
な
ら
ぬ
気
配
り

が
、
所
々
方
々
に
伺
え
る
。

の
り
掛



(13)を近血 匝

ての方伝こよ段 谷楽こ年公保

〗!［嵐：［；［ 伝承の決意を新lこ 且げ臼ヽ t
曲りた座年いの演 存故ずが月開館月

喜言い誓［誓； ＝大谷文楽物故者追善公演＝ ぎ喜拿uf醤門は；
止が‘巡のたが‘ 会追の頃館れてニ
さ全十業人゜涙円 長善第に落ま--,日
せ国二を形 の熟目太｛海繰＜頁よ少l1川児こ鑑i層与，供中厳尾 で催共山後及・公一定成し大大
ま各代続芝 世し 功iりムる教中屋ゃ ‘粛住光すさ催口援び松演回期をた谷谷

の四原g贄
と竺醤宴贋 苔溢門？記き□璽手叶喜謬g互誓：翫続認姦竺悶゚ 塁ば喜竺点塁喜涅盆竺゚ 盃9
゜命家当吉 引技崎§十絵ぇの直悶・ 手い者経よ• もり-裏斎徳‘‘を‘ 追文
じ慶地田 きにの段本げ絡 加肱寺団野てののる堀 の開の -大文開毎 善化

こ
の
た
め
一
座
の
大
部
分
は
そ
れ
ぞ

れ
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
一
部
の
座
貝
は

大
谷
村
の
庄
屋
三
瀬
家
の
世
話
で
滞
在

し
部
落
の
青
年
を
集
め
人
形
を
繰
る
こ

と
を
伝
授
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
百
三
十
有
余
年
に
わ
た
っ

て
保
存
伝
承
に
あ
た
っ
て
来
ら
れ
た
幾

百
人
に
も
の
ぼ
る
文
楽
関
係
物
故
者
の

霊
前
に
於
て
、
将
来
に
む
け
保
存
・
伝

承
し
て
ゆ
こ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
さ

れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
の
深
い

i
 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

農
業
や
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
こ
の
よ

う
な
集
団
で
の
芸
術
活
動
を
続
け
る
こ

と
は
、
困
難
な
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
郷
土
の
誇
り
と
す
る
こ
の
古
典

芸
能
の
灯
が
い
つ
ま
で
も
伝
承
さ
れ
る

よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

肱
川
町
に
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
育

く
ま
れ
て
き
た
、
素
晴
ら
し
い
文
化
が

あ
り
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◎
浮
き
足

裏
門
を
つ
つ
く
と
足
が
浮
き

は
じ
め
西
条
市

片
上
明
水

職
業
の
プ
ロ
意
識
に
燃
え
て
…
…

「
嘉
が
あ
る
か
ら
、
お
れ
は
思
っ
存
分

に
仕
事
が
で
き
な
い
の
だ
」
と
グ
チ
る
父

親
。
こ
ん
な
家
庭
は
不
幸
で
す
。

「
お
前
た
ち
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て

い
る
の
だ
」
と
恩
着
せ
が
ま
し
く
い
う
父

親
。
こ
の
言
葉
ほ
ど
家
族
を
脅
迫
し
、
い

や
な
思
い
に
か
り
た
て
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

職
業
を
持
て
ば
‘
苦
し
み
・
悩
み
・
怒

り
・
わ
ず
ら
わ
し
さ
な
ど
伴
う
の
は
当
然

で
す
。
そ
れ
を
グ
チ
る
前
に
、
自
ら
の
ふ

が
い
な
さ
へ
の
怒
り
と
し
て
受
け
と
め
る

時
‘
仕
事
も
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
親
と
し
て
男
性
と

し
て
、
決
断
と
責
任

・
頼
も
し
さ
と
お
お

ら
か
さ
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

父
親
の
職
業
は
‘
子
供
に
と
っ
て
、
そ

恒
例
の
花
ま
つ
り
川
柳
大

会
が
四
月
二
十
九
日
に
、
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
下
各
地
か
ら
、
柳

人
九
十
八
名
の
方
が
集
ま
り
‘

盛
会
で
し
た
。

兼
題
が
十
題
あ
り
ま
し
た

が
、
代
表
句
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
移
り
気

移
り
気
な
鮎
で
お
と
り
に
引
っ
か
か
り

◎
心
配

献
血
が
応
え
て
く
れ
ぬ
ほ
ほ
の
色

肱

川

町

都

谷

ふ

み

緒

◎
案
外

一
升
は
い
け
る
顔
し
て
餅
が
好
き

菊

間

町

中

川

凡

州

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

⑭ 

れ
を
肯
定
す
る
に
し
ろ
否
定
す
る
に
し
ろ
、
将

来
の
職
業
選
択
や
進
路
決
定
の
基
準
に
な
る
も

の
で
す
。
プ
ロ
意
識
に
燃
え
て
職
業
に
従
事
し
て
い
る

父
親
の
生
き
方
を
通
し
て
、
子
供
は
世
の
中
へ

出
て
か
ら
の
生
き
方
や
処
世
術
と
い
っ
た
も
の

を
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

家
庭
の
だ
ん
ら
ん
を
…
…

家
族
の
み
ん
な
が
集
ま
り
、
楽
し
く
話
し
た

り
‘
遊
ん
だ
り
し
て
、
ひ
と
と
き
を
す
ご
す
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
は
‘
夕
食
時
や

夕
食
後
の
時
間
と
結
び
つ
く
の
が
自
然
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
今
、
家
庭
の
夕
食
時
の
様
子
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
父
親
の
帰
り
は
遅
く
、
楽

し
い
話
題
も
な
く
‘
み
ん
な
が
テ
レ
ビ
の
方
を

向
い
て
、
黙
々
と
食
べ
る
。
食
事
が
終
る
と
‘

母
親
は
「
勉
強
は
？
勉
強
は
？
」
と
子
供
を
せ

◎
う
け
売
り

そ
の
昔
さ
れ
た
意
見
を
子
に
意
見

城

川

町

大

崎

五

葉

◎
言
い
訳

失
敗
の
言
い
訳
も
書
く
日
記
帳

宇

和

島

市

中

村

地

青

◎
春
さ
く
ら
咲
く
何
ん
の
便
り
も
な
い
家
出

西

条

市

片

山

明

水

き
た
て
る
。
こ
ん
な
家
庭
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
ん
ら
ん
を
失
な
っ

家
庭
に
は
‘
心
の
結
び
つ
き
や
安
ら
ぎ
は

な
く
‘
子
供
に
と
っ
て
、
家
庭
は
「
つ
ま

ら
な
い
」
と
こ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す。
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
を
築
く
に
は
‘
母
親

は
、
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
の
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
‘
父
親
と
よ
く
話
し
合
う
こ

と
、
食
卓
に
ど
ん
な
話
題
を
提
供
し
た
ら

よ
い
か
い
ろ
い
ろ
工
夫
す
る
こ
と
、
子
供

の
話
に
は
耳
を
傾
け
よ
く
聴
く
こ
と
、
食

事
中
は
テ
レ
ビ
を
消
す
な
ど
の
配
慮
が
必

要
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
は
‘
夕

食
時
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
な
ま
つ

り
や
誕
生
日
、
日
曜
日
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
、
そ
の
家
庭
独
自
の
楽
し
い
行
事
を
計

画
す
る
こ
と
も
‘
だ
ん
ら
ん
を
築
く
よ
い

方
法
で
す
。

◎
小
声

さ
っ
き
の
は
嘘
と
耳
う
ち
し
て
わ
か
れ

松

山

市

吉

本

い

さ

お

◎
泡
泡
―
つ
ニ
コ
ニ
コ
童
話
生
ま
れ
そ
う

広

見

町

久

保

田

有

明

束

予

市

田

中

柳

人

◎
う
ん
ざ
り

う
ん
ざ
り
の
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
に
し
て

捌
き

今

治

市

月

原

宵

明
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隣衛
ー近生

斉所害虫
防で
除 は
を
I 

※▽  ▽ ⑥ 

鑑印 場所 日不

を
時 用

ご場役前午月6 犬回

持9面晶甘収
が-、課民ま（灼 H 
さ-9で
し‘

゜

6
月

1
日
⑥

午
前

10時
ー
午
後

2
時

▽
場
所
・
肱
川
町
公
民
館

▽
内
容
調
理
実
習
・
試
食
・
講
話

▽
そ
の
他
材
料
費
は
無
料
で
す
。

▽
日
時

＠
妊
婦
の
栄
養
教
室

▽
場
所

▽
医
師

▽
日
時

6
月

7
日
困

午
後

1
時

1
2
時

肱
川
町
公
民
館

郷
緒
良
三
先
生
（
大
洲
市
）

＠乳児健康診査

屑 屑 月
28 25 
日 日 日
（木） （月）

闘> ＆ > 喜>場公

贔 所

i且
］時噂分
闊 闊； 昇 蒻i且I

＠
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診

6月の日耀・祝日当直医
日 当直医 電 話

3日 芳我外科医院 44-2560 
（日） （内子 町）

10日 宝来医院 44-2248 
（日） （内子町）

17日 小川医院 44-2815 
（日） （内子的）

24日 古川医院 44-2407 
（日） （内子町）

救 急 病 院

▽
相
談
員

▽
場
所

▽
日
時

⑥
行
政
相
談
6
月

5
日
因

午
前

9
時

1
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

福

田

保

委

員 ＊相談員の自宅相談も受け付け

ます。

屑 > 屑 相
25 15 5 談
日 日 日 日
（月） 倫 因

戒沖 蔵池
内山福島福田 担野野 田田
轟

塁恒
喜開 清春 談

子三 勝夫保 貝

昭和59年度特殊切手発行プログラム

昭和59年6月1日●天気予報100年記念

6月 日●特殊鳥類シリーズ第5集

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

心
配
ご
と
相
談
室

⑥
心
配
ご
と
相
談

面圃ご璽函麗

曜日 病院名 苧耳 話

月
菊原外科医院 24-4646 
（大洲 市）

火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲 市）

水
加戸病院 24-5101 
（大洗 市）

木～日
大洲中央病院 24-4551 
（大洲市）

＠
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
加
入
者

福
祉
施
設
の
御
利
用
に
つ
い
て

7月16日●民間ユネスコ運動世界大会記念

7月23日●ふみの日

8月 日●高山植物シリーズ第1集

8月日●防災

9月1日●第6回国際ウイルス学会議記念

9月 日●高山植物シリーズ第2集

10月6日●国際文通週間

10月8日●第17回国際内科学会議記念

10月12日●第39回国民体育大会記念

11月日●産業教育100年記念

11月 日●伝統的工芸品シリーズ第1集

11月 日•日本プロ野球50年記念

12月1日●昭和60年年賀

昭和60年1月 日●高山植物シリーズ第3集

2月 日●伝統的工芸品シリーズ第2集

2月 日●高山植物シリーズ第4集

3月16日●国際科学技術博覧会記念

3月 日●伝統的工芸品シリーズ第3集

＠
交
通
事
故
相
談
所

▽

開

催

地

大

洲

市

役

所

▽

開

催

日

毎

月

8
日
・

20
日

▽

時

間

午

前

10時
ー
午
後

4
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。

このたび、福祉施設の御

利用を希望される場合、郵

便局のコンピューターを利

用して空室等が即座にわか

るようになりました。

御家族で旅行をされたり、

グループ旅行・保養等の場

合、全国の名勝約九十か所

に開設されている皆様の施

期 ⑥ 
の 6 農
た月
めの 眉休農
み地 談

tま 相胃

塁
＼ 

昭
和
五
十
九
年
度
の
特
殊
切
手
発

行
予
定
か
、
次
表
の
と
お
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

小
さ
な
美
術
品
、
特
殊
切
手
を
あ

な
た
も
集
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ー
ト
で
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
御
一
報
く
だ
さ
い
。
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成
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上
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ー
肱
川
郵
便
局
ー

設
、
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
、
又

は
ホ
ー
ム
等
を
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ

、。
し

御
利
用
に
つ
い
て
の
御
照
会
や
御

予
約
等
は
、
郵
便
局
の
窓
口
で
受
付

け
て
お
り
ま
す
。


